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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回動可能に設けられた第１表示部材及び第２表示部材を備え、
　前記第１表示部材の外周部には、当該第１表示部材の回動方向に並設され、境界にてコ
ーナー部分が生じるようにして連続する複数の周面が形成され、
　前記第１表示部材における前記複数の周面のいずれか２つは、少なくとも所定の第１表
示位置に配置された場合に遊技機前方から視認可能となる第１表示面及び第２表示面を構
成し、
　前記第２表示部材の外周部には、当該第２表示部材の回動方向に並設され、境界にてコ
ーナー部分が生じるようにして連続する複数の周面が形成され、
　前記第２表示部材における前記複数の周面のいずれか２つは、少なくとも所定の第２表
示位置に配置された場合に遊技機前方から視認可能となる第３表示面及び第４表示面を構
成し、
　前記第１表示部材と前記第２表示部材とが隣り合うことにより、前記第１表示部材にお
いて前記第１表示位置に配置された前記表示面と前記第２表示部材において当該第２表示
位置に配置された前記表示面とにより連続面が形成され、
　前記連続面には、前記第１表示位置に配置されている前記第１表示部材の表示面と、前
記第２表示位置に配置されている前記第２表示部材の表示面との組み合わせが変更される
ことに基づいて切り替えられる複数の表示態様が設定されており、
　さらに、前記第１表示部材を回動させることにより前記第１表示位置に配置される前記
表示面を切り替え、前記第２表示部材を回動させることにより前記第２表示位置に配置さ
れる前記表示面を切り替える回動用駆動手段と、
　前記第１表示部材及び前記第２表示部材の少なくともいずれかを移動させることにより
、それら両表示部材の回動中心軸線間の距離を変更する軸間距離変更用駆動手段と、
　前記回動用駆動手段を駆動制御する回動駆動制御と前記軸間距離変更用駆動手段を駆動
制御する距離変更駆動制御とを実行することにより、前記連続面の表示態様を切り替える
駆動制御手段と
を備え、
　前記表示態様として、前記回動中心軸線間の距離が第１距離となるように設定された第
１表示態様と、前記回動中心軸線間の距離が前記第１距離と相違する第２距離となるよう
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に設定された第２表示態様とを有し、
　前記駆動制御手段は、前記第１表示態様から前記第２表示態様への切り替えを行う場合
に、前記両表示部材の回動中心軸線間の距離が前記第１距離から前記第２距離に変化する
ように前記距離変更駆動制御を実行するとともに、前記距離変更駆動制御に前後して、又
は前記距離変更駆動制御の最中に前記回動駆動制御を実行することにより前記切り替えを
完了する駆動制御モードを有していることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記第２距離は前記第１距離よりも大きく設定されており、
　前記駆動制御モードは、前記第１表示態様から前記第２表示態様への切り替えを行う場
合に、前記両表示部材の回動中心軸線間の距離が前記第１距離から前記第２距離に同第２
距離を超えることなく変化するように前記距離変更駆動制御を実行するとともに、前記距
離変更駆動制御に前後して、又は前記距離変更駆動制御の最中に前記回動駆動制御を実行
するように設定されていることを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【請求項３】
　前記駆動制御モードは、前記距離変更駆動制御において、前記第１表示部材が回動する
際に通過する通過領域に対して前記第２表示部材が回動する際に通過する通過領域の一部
が重なるように前記軸線間距離を設定するとともに、前記回動駆動制御において、当該重
なる領域を前記第１表示部材が通過するタイミング及び前記第２表示部材が通過するタイ
ミングのうち一方が他方に対して遅れるように前記回動用駆動手段を駆動制御するもので
あることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の遊技機。
【請求項４】
　前記第１表示態様から前記第２表示態様に切り替えられる場合において前記重なる領域
における任意の所定位置を通過するまでに要する回転角度が前記第１表示部材と前記第２
表示部材とで異なるように、それら第１表示部材及び第２表示部材が形成されていること
を特徴とする請求項３に記載の遊技機。
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